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軽度発達時害鶏児期の不適路行動に対する保育士の認識
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保膏経験年数 20議代 30歳代 40歳代 50議代以上 人数
5年未満 82 ら 3 2 92 (24.8) 
5年以上10年未満 71 12 6 l 90 (24.3) 
10年以上20年未満 2 61 26 5 94 (25.3) 
20年以上30年未満 。 。 48 9 57 (15.4) 
30年白、上 。 。 2 36 38 (10.2) 
ムcl 計 155 (41. 8) 78 (21. 0) 85 (22.9) 53 (14.3) 371 (100.0) 
※単位:人()内はパーセント
表2 保育土の保膏経験年数と軽震発達障害児保育経験の有無知人数
保育経験年数 保育経験有 保育経験無 人数
5年未満 48 (12.9) 44 (11. 9) 92 (24.8) 
5年以上10年未満 64 (17.3) 26 (7.0) 90人 (24.3)
10年以上20年未満 75 (20.2) 19 (5.1) 94人 (25.3)
20年以上30年未満 52 (14.0) 5 (1. 3) 57人 (15.4)
30年以上 32 (8.6) 6 (1. 6) 38人 (10.2)




年代 保育経験宥 保育経験無 人数
20歳代 94 (25.3) 61 (16.4) 155人(41.8) 
30歳代 63 (17.0) 15 (4.0) 78人(21.0) 
40歳代 72 (19.4) 13 (3.5) 85人(22.9)
50歳代以上 42 (11. 3) 1 (3.0) 53人(14.3)













































































1.食欲がない、偏食が激しいなどの食事について問題 2.34 .854 2.71 .935 
2.排波の失敗が多い、トイレで排池できないなどの排祉の問題 2.24 .814 2.63 .971 
3.服の着脱が身につかない、級を脱いでしまうなどの更衣の問題 2.38 .856 2.80 .995 
4.夜寝ない、昼間寝ていることが多いなどの生活のリズムの問題 2.50 .910 2.80 1. 025 
5.一人遊びが多く、他党とかかわることが少ないなどの対人商の問題 2.18 .842 2.51 1. 010 
6.集団活動の中に入ることができないなどの薬問に入れない問題 2.23 .840 2.62 .993 
7.登園することに抵抗が強く、関になかなか入れないような登劉の問題 2.47 .829 2.75 .936 
8.みたて遊びゃごっこ遊びのようなイメージ遊びが少ないという問題 2.60 .933 3.03 .937 
9.特定の音や物を極端に嫌がるような過敏性に関する開題 2.49 1. 007 2.98 1.0臼
10.ズボンに手を入れてごそごそするような性ついての問題 2.69 .951 3.17 1.045 
11.ことばの発達がおそいなどのことばについての問題 2.35 .882 2.63 .917 
12. しでも勝手なことばかりするような指示に従わない問題 2.31 .817 2.71 .913 
13.かんしゃくやイライラするなどの情緒的に不安定な行動 2.23 .775 2.60 1.005 
14. El分の手をかんだり、頭をたたいたりする自傷行為 2.51 .950 2.89 .942 
15.他見をたたいたり、かんだりする他害行為 2.24 .772 2.67 .922 
16.物を乱暴に扱うなどの物を壊す行為 2.53 .851 2.87 .950 
17.身体を反復的に動かすことが目立つ常間行動 2. 73 .962 3.11 .984 
18.手先を使うことや全身逮動が苦手という不器用さの問題 2.52 .889 2.79 .924 
19.激しく動き回ることが多く、落ち蓑きがないという多動 2.30 .870 2.59 .944 


















































































.822 .227 .727 
.792 .193 .664 
.751 .340 .680 
.719 .308 .612 
.701 .364 .624 
.698 .351 .610 
.689 .332 .585 
.681 .416 .637 
.675 .341 .572 
.635 .306 .497 
.635 .443 .599 
.592 .381 .496 
.586 .521 .615 
.579 .490 .576 
.505 .438 .447 
.290 .767 .672 
.334 .744 .665 
.205 .691 .520 
.281 .675 .535 


























因子名 群名 人数平均僅標準罷義 d蓋
第I因子適応、行動の問題保育経験群 271 .100 .954 -3.220村
保育未経験群 100 .272 1.073 
第E因子生活行動の問題保育経験群 271 .109 .942 -3.495村
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